
 
（１）調査結果概況 

    

 児童数 平均正答数 平均正答率（％） 中央値 

自 校 
 
 

     ／ １７   

宮城県（公立）  １７，０３９ ９．４ ／ １７ ５５ １０．０ 

全国（公立） ９３６，５７６ ９．７ ／ １７ ５７ １０．０ 

 

（２）正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）と正答数ごとの層分布（全国四分位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ★「箱ひげ図」による層分布（縦軸：正答数） 

   

 

 自校 宮城県（公立） 全国（公立） 

第 3四分位          問 １２．０問 １３．０問 

第 2四分位          問 10．０問 １０．０問 

第 1四分位          問 7．０問 7．０問 

 

 

 

 

 

 

 

 宮城県 

（公立） 

全国 

（公立） 

13～17問 ２４．８ ２７．１ 

1０～12問 ２９．０ ３０．１ 

７～９問 ２２．２ ２１．４ 

０～６問 ２４．０ ２１．７ 

 小学校理科の調査結果 

※全国の学力層（四分位）と同じ区切りで宮城県の学力層（四分位）を比較 

※自校の学力層（四分位）を算出し、全国・宮城県と比較 

以下のリンクをタップし、「Excelファイル」をダウンロ

ードして自校の四分位を入力すると、箱ひげ図に表し

て全国、宮城県と比較できます。ぜひご活用ください。 

 

（箱ひげ図作成 Excel ファイル） 
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（公立）
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全国
（公立）

１７問 82 0.5 0.6

１６問 371 2.2 2.6

１５問 843 4.9 5.5

１４問 1,324 7.8 8.3

１３問 1,606 9.4 10.1

１２問 1,739 10.2 10.6

１１問 1,663 9.8 10.2

１０問 1,533 9.0 9.3

９問 1,464 8.6 8.2

８問 1,238 7.3 7.1

７問 1,073 6.3 6.1

６問 942 5.5 5.3

５問 831 4.9 4.5

４問 784 4.6 3.9

３問 655 3.8 3.2

２問 448 2.6 2.4

１問 289 1.7 1.5

０問 154 0.9 0.9

正答数集計値

正答数
割合(％)

２７．１ 
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（３）領域別の平均正答率 

領域 問題数 

正答率（％） 

自校 

宮城県 

（公立） 

全国 

（公立） 

Aエネルギー ４ 
 

４４．０ ４６．７ 

A粒子 ６ 
 

４９．８ ５１．４ 

B生命 ４ 
 

５１．１ ５２．０ 

B地球 ６ 
 

６５．３ ６６．７ 

 

（４）問題別調査結果 

① 成果の見られる問題（◇）と課題の見られる問題（◆） 

 問題番号 

形式 
領域 出題の趣旨 

正答率（％）【全国との差】 

県 自校 

◇ 
１（１） 

短答式 
B地球 

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについ

て、赤玉土の量と水の量を正しく設定した実験の方法を発

想し、表現することができるかどうかをみる 

77.9 

【-１．６P】 

 

【        】 

◆ 
１（３） 

選択式 
B地球 

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、

【結果】や【問題に対するまとめ】を基に、他の条件での結果を

予想して、表現することができるかどうかをみる 

７５．３ 

【-２．５P】 

 

【        】 

◆ 
２（３） 

短答式 
Aエネルギー 

電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって

変わることの知識が身に付いているかどうかをみる 

76.4 

【-１．６P】 

 

【        】 

◆ 
２（１） 

選択式 

Aエネルギー 

A粒子 

身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられ

る物があることの知識が身に付いているかどうかをみる 

 ９．５ 

【-１．１P】 

 

【        】 

◆ 
２（４） 

選択式 
Aエネルギー 

乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関する知識が身に

付いているかどうかをみる 

49.9 

【‐５．２P】 

 

【        】 

◆ 
３（４） 

記述式 
B生命 

レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を

基に、新たな問題を見いだし、表現することができるかどう

かをみる 

29.8 

【-０．１P】 

 

【        】 

② 無解答率のかい離が大きい問題（［ ］：問題番号と形式、（  ）：領域、《   》：無解答率、【  】：全国との差） 

・［１（２）記述式］（B地球）《１１．１％》【2.6P】 

  赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、結果を基に結論を導いた理由を表現することができるかどう 

かをみる 

・［３（４）記述式］（B生命）《１５．２％》【3.8P】  ※ 出題の趣旨は上記参照 

 

    

 

 

 

 

 

＜宮城県の傾向（小学校理科）＞ 
○正答数の分布は、全国と比較してばらつきがやや小さく、特に３～５問正答の児童の割合が
高くなっています。箱ひげ図からは、上位層が少ないことが分かります。 
○「変える条件と変えない条件を整理しながら、実験方法を発想し、表現する」は、比較的良
好でした。 
○「電気を通す物と磁石に引き付けられる物に関する知識」や、「種子の発芽条件について新

たな課題を見いだし表現する」等に課題が見られました。 
○結果を基に考察し、その理由を表現することや無解答率の高さに課題が見られました。 

学力・学習状況調査結果（国立教育政策研究所HP） 



小学校

理科

課題から迫る授業改善・教材研究

＜宮城県の児童の課題＞

自然の性質や規則性を応用し、学習したことを知識と関係付
けて深く理解し、問題を解決する

課題が見られた調査問題

（１）アルミニウム、鉄、銅の性質について、下の１から４

までの中からそれぞれ一つ選んでその番号を書きましょう。 

  同じ番号を選んでもかまいません。

１ 電気を通し、磁石に引き付けられる。

２ 電気を通し、磁石に引き付けられない。

３ 電気を通さず、磁石に引き付けられる。

４ 電気を通さず、磁石に引き付けられない。

反応率 解 答 類 型

正 答 9.5% アルミニウムを２、鉄を１、銅を２と解答

誤答１ 0.6% アルミニウムを１、鉄を１、銅を１と解答

誤答２ 2.4% アルミニウムを１、鉄を１、銅を２と解答

誤答３ 3.6% アルミニウムを２、鉄を１、銅を１と解答

誤答４ 4.0% 鉄を２と解答

誤答５ 78.5% アルミニウム、鉄、銅のいずれかに３か４を解答

誤答６ 0.7% 上記以外の解答

0.6% 無解答

平均正答率

自校 宮城県 全国

％ ９．５％ １０．６％

平均正答率の比較

てつやさんといおりさんは、これまでに学習した

電気の性質を利用して、フェンシングのおもちゃを

つくることができないか、話しています。フェンシングには、相手より先に剣

を当てると得点になる種目がある。

どちらが先に剣を当てたか、電気の性

質を利用して、音や光で知らせている。

（２）人形Ａの剣を人形Ｂに当てたときだけ、かね（ベル）が鳴る」のは、どのような回路でしょうか。
下の１から４までの中から1つ選んで、その番号を書きましょう。

反応率 解 答 類 型

誤答１ 7.3% １ と解答

誤答２ 20.6% ２ と解答

誤答３ 33.2% ３ と解答

正 答 38.1% ４ と解答

誤答４ 0.3% 上記以外の解答

0.6% 無解答

結果・誤答分析

平均正答率

自校 宮城県 全国

％ ４０．４％ ４２．９％

平均正答率の比較

２ てつやさんといおりさんは、フェンシングについて調べています。

結果・誤答分析

1 2 3

4

本問題は、「剣が相手に当たるとベルが鳴る」という条件を

満たす回路図を選ぶものです。誤答した児童の多くは、電気を

通さない「持ち手」に導線が接続され、回路が成立しない選択

肢３を選んでいました。つまずきの原因として、①図から「持

ち手が絶縁体であり、電気を遮断すること」を読み取れていな

かった②「回路が１つの輪のようにつながっていると電流が流

れること」の理解が不足していたことなどが考えられます。

これらの物を使ってつくることはできないかな。

持ち手

電気を
通す剣

（令和７年度全国学力・学習状況調査 小学校理科 大問２）

国立教育政策研究所 理科映像指導資料集

誤答した児童の多くがアルミニウム、鉄、銅のいずれか

が「電気を通さない」と認識しています。小学校３年生で

「金属は電気を通す」ことを学習しますが、「アルミニウ

ム、鉄、銅」といった具体的な物質名と性質との結び付き

について十分に定着していなかったと考えられます。また、

金属が電気を通すと正しく判断できた児童の中でも、正答

に至らないケースが見られました。その要因として、「金

属であれば全て磁石に引きつけられる」と捉えているため

と予想されます。鉄は磁石につきますが、アルミニウムや

銅はつかないという性質の違いを正確に区別できていない

など、基礎的な知識の定着に課題が見られました。

深 い学び

対 話的で

主 体的

電気を
通さない

３２１



～児童質問調査と教科の

クロス集計から～

「理科の授業で観察や実験の結

果から、どのようなことが分かっ

たのか考えていますか」という質

問の回答結果から、観察や実験か

ら得た結果を深く考察する児童ほ

ど、理科の正答率が高いことが明

らかになっています。

題材・素材の価値を見いだす

〇 理科的内容の正しい知識（科学的知識）の理解を深める。

（教科書、指導書や専門書の活用、観察や予備実験等による調査）

〇 理科的内容のおもしろさや魅力、可能性等を明確にする。自然事象への気付き

問題の設定

予想や仮説の設定

検証計画の立案

観察・実験

結果の処理

考 察

結論の導出

問題解決の過程

小学校

理科

課題から迫る授業改善・教材研究

問題解決の過程を通して、「実験結果を分析・解釈

し、表現する力」を高める授業づくりを考えよう

題 材 ・ 素 材 研 究

児童から「問い」を引き出す

〇 既習事項や生活体験などから、事象が起きる理由を予想させる。

〇 児童の予想とは異なる事象を提示して疑問を持たせる。

事実と解釈を入れた考察を書かせる働き掛け

〇 事実（実験結果）を書く。

・タブレット等で実験結果を表やグラフに

整理する。

⇒グラフ作成の時間短縮

⇒結果の定量的な把握

〇グループ内で互いに考えを検討する。

⇒自分の考えと他者の考えの共通点や差異点を見いだす。

⇒互いの意見が実験結果を根拠にしているか確認する。

○事実と、互いの考えを比較検討して確認した根拠を基に、事象が

起きる理由を自分の言葉で説明し、結論へと導き出す。

※ 授業アイディア例（国立教育政策研究所）「花のつくりや受粉、発芽の条件」

（ 「事実」と「解釈」を入れた考察の例）青：事実、赤：解釈

アルミニウムはく、１円玉や１０円玉（銅）、はさみの切る部分（鉄）は電気を

通したが、紙や木、プラスチックは、電気を通さなかった。

このことから、金属の仲間は電気を通すきまりがあることが分かった。

（例） 鉄も、銅も、アルミニウムも金属です。これらは全部、電気が

通ったね。このことから、どんな「きまり」が言えそうかな？

ワークシート例

１ 題材・素材研究から
本単元（本時）における科学的知識、題材・素材のおもしろさや魅力

2 自然事象の気付きから問題設定まで
児童から問いを引き出す手立ての工夫（観察・実験の着眼点）

3 考察から結論まで
児童に働かせたい「理科の見方・考え方」を引き出す手立ての工夫

深 い学び

対 話的で

主 体的



 
 
（１）調査結果概況 

    

 生徒数 平均正答数（公開共通問題） 

自 校 
 
 

     ／  ６ 

宮城県（公立） １５，９９２ ２．８ ／ ６ 

全国（公立） ８６３，６３４ ２．９ ／ ６ 

 

 

 
生徒数 ※平均 IRTスコア 

パーセンタイル値（★） 

10％ ２５％ ５０％ ７５％ ９０％ 

自 校 
 
 

      

宮城県（公立） １５，９９２ ５０３ ３６３ ４２１ ４９３ ５７０ ６４８ 

全国（公立） ８６３，６３４ ５０３ ３６１ ４２２ ４９５ ５７２ ６５２ 

                         ※ 各パーセンタイル値を（２）のグラフの中でも表示しています。 

 

（２）IRTスコア（★）分布グラフ（パーセンタイル値：10％、25％、50％、75％、90％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）IRTバンド（★）分布グラフ（横軸：※IRTバンド、 縦軸：割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 
中学校理科の調査結果 

<IRTスコア＞ 

 IRT に基づいて

各設問の正誤パタ

ーンの状況から学

力を推定し、500

を基準にした得点

で表すもの。 

＜パーセンタイル値＞ 

データ全体を小さい順に

並べたときに、下から数えて

何％の位置に相当するかを

表す数値。 
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宮城県（公立）
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「IRT（項目反応理論）」 ： 生徒の正答・誤答が、問題の特性（難易度、

測定精度）によるのか、生徒の学力によるのかを区別して分析し、生徒

の学力スコアを推定する統計理論。 

宮城県
（公立）

全国
（公立）

５ 5.7 6.2

４ 20.0 20.3

３ 42.5 42.0

２ 27.8 27.3

１ 3.9 4.2

4,452

631

919

3,198

IRT
バンド

生徒数

宮城県
（公立）

6,792

割合(％)

300 350 400 450 500 550 600 650 700

宮城県（公立）

全国（公立）

10-25% 25-50% 50-75% 75-90%

<IRTバンド＞ 

 IRT スコアを１～５の５段階に区

切ったもので、平均バンドは３が

もっとも高いバンドとなる。 

10％ 25％ 50％ 75％ 90％ 



   IRTバンド分布比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）問題別調査結果 

① 成果の見られる問題（◇）と課題の見られる問題（◆） 

 
 

問題番号 

＜難易度＞ 

形式 
領域 出題の趣旨 

正答率【全国との差】 

県 自校 

◇ 
２（２） 
＜２＞ 
選択式 

Aエネルギー 

ストローの太さと音の高低に関する情報を収集してまとめを行う学習
活動の場面で、収集する資料や情報の信頼性についての知識及び技
能が身に付いているかどうかをみる 

９５．０ 
【＋０．４P】 

 

【      】 

◇ 
４（２） 
＜２＞ 
選択式 

A粒子 
火災における適切な避難行動を問うことで、気体の性質に関する知識
が概念として身に付いているかどうかをみる 

９５．８ 
【＋３．０P】 

 

【      】 

◆ 
１（４） 
＜５＞ 
選択式 

B生命 

水の中の生物を観察する場面において、呼吸を行う生物について問う
ことで、生命を維持する働きに関する知識が概念として身に付いている
かどうかをみる 

２６．７ 
【-３．０P】 

 

【      】 

◆ 
２（１） 
＜５＞ 
記述式 

Aエネルギー 

【考察】をより確かなものにするために、音に関する知識及び技能を活用し
て、変える条件に着目した実験を計画し、予想される実験の結果を適切に説
明できるかどうかをみる 

１２．８ 
【-１．２P】 

 

【      】 

◆ 
８（２） 
＜５＞ 
記述式 

B地球 
大地の変化について、時間的・空間的な見方を働かせて、土地の様子とボー
リング調査の結果を関連付けて、地層の広がりを検討して表現できるかどう
かをみる 

１８．６ 
【＋０．５P】 

 

【      】 

◆ 
９（１） 
＜５＞ 
選択式 

B地球 

気圧について科学的に探究する場面において、状態変化や圧力に関
する知識及び技能を基に、予想が反映された振り返りについて問うこ
とで、探究の過程の見通しについて分析して解釈できるかどうかをみ
る 

２８．３ 
【-３．５P】 

 

【      】 

② 無解答率のかい離が大きい問題（［ ］：問題番号と形式、（  ）：領域、《   》：無解答率、【  】：全国との差） 

・ ［１（５）短答式］（粒子）《１０．５％》【2.0P】 

  塩素の元素記号を問うことで、元素を記号で表すことに関する知識及び技能が身に付いているかどうかをみる 

・ ［１（６）記述式］（粒子）《１１．４％》【1.5P】 

科学的な探究を通してまとめたものを他者が発表する学習場面において、探究から生じた新たな疑問や身近な生活との関連などに

着目した振り返りを表現できるかどうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜宮城県の傾向（中学校理科）＞ 

○平均 IRT スコアは、全国と同じ値でした。また、パーセンタイル値も同程度でした。IRT
スコア分布は、全国よりわずかに低い傾向であることが分かります。 
○IRTバンド分布は、全国と同等でした。 
○「Web ページ情報の信頼性についての知識及び技能」と「気体の性質に関する知識」
は、比較的良好でした。 
○「音に関する知識を基に、変える条件に着目した実験を計画する」、「ボーリング調査の
結果を関連付けて、地層の広がりを検討して表現する」「探究の過程の見通しについて
分析・解釈する」等に課題が見られました。 

○結果を基に考察したことを表現（記述）することに課題が見られたものの、無解答率は
やや低い傾向が見られました。 
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１ ２ ３ ４ ５

学力・学習状況調査結果（国立教育政策研究所HP） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

理科 

平均正答率 
自校 宮城県 全国 

％ ２８．３％  ３１．８％ 

誤答２ 

選択率 

自校 宮城県 全国 

％ ５４．２％ ５０．２％ 

 
 

 反応率 解 答 類 型 

正 答 28.3% 煙のようなものがあがる化学変化が起こったのでは

ないか。と解答している 

誤答１ 14.7% 缶の中の水蒸気が水に戻って、体積の変化が起きたと

予想する。と解答している 

誤答２ 54.2% 温めると空気の体積が大きくなるように、冷えると缶の中の

空気の体積が小さくなると考えた。と解答している 

誤答３ 2.6% 缶を水につけたとき、水に押されたからだろう。と解

答している 

 0.2% 無解答 

 

 

 

 

 

 

平均正答率の比較 

宮城県の誤答分析 
 

授業改善の視点 

課題が見られた調査問題 

ア

ルミニウム、鉄、銅の性質について、下の 

１から４までの中からそれぞれ一つ選んで、そ 

の番号を書きましょう。同じ番号を選んでもか 

まいません。 

 

 １ 電気を通し、磁石に引き付けられる。 

 ２ 電気を通し、磁石に引き付けられない。 

 ３ 電気を通さず、磁石に引き付けられる。 

 ４ 電気を通さず、磁石に引き付けられない。 

誤答２の反応率は、５４．２％です。生徒が誤答

２を選択した理由は、Ａさんが学習した内容を基に

考察したものを選択している可能性が高いです。本

設問では、学習前のＡさんの予想が問われていま

す。 

Ａさんの振り返りには、「最初は燃焼が起こって

缶がつぶれたと思いましたが…」とあることから、

学習前は化学変化（燃焼）を予想していたことが分

かります。しかし、後半には「状態変化によって・・・

と分かりました。」とあり、学習した内容から思考

が変容したことが分かります。 

本設問で問われている問題内容を把握すること

や、学習前後のＡさんの思考の変容を確認すること

が重要です。 

 

理科の見方・考え方では、差異点や共通点を比較検討することが、問題解決の糸口を見つけたり、実験結果を分析

したりする上で重要です。探究の過程においては、最初に立てた予想や仮説と、得られた実験結果を比較し、予想や

仮説が適切であったかを振り返る学習場面の設定を行いましょう。また、他者の意見を取り入れることで、自分の思

考を深めたり、新たな視点を発見したりする機会を提供します。この活動を通して、生徒は自らの思考の変容を自覚

し、「分からなかったこと」が「分かったこと」に変わる学びのダイナミズムを実感し、主体的な学習者へと成長す

ることが期待できます。 

 
授業アイディア例（国立教育政策研究所） 「大気圧について科学的に探究する」（第 2学年） 

９（１）理科の授業で学習した空気について、科学的に探究しました。 

動画 https://www.nier.go.jp/25chousa/img/25cyuu_rika_movie10.mp4 

 （令和７年度全国学力・学習状況調査 中学校理科 大問９） 

課題から迫る授業改善・教材研究 

＜宮城県の生徒の課題＞ 

予想が反映された振り返りを行い、探究の過程の見通しを分析して解

釈する力を高める 

 



 

 

 

 

〇探究の過程における教師の問い掛け例、授業づくりの視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察・推論 

結果の処理 

観察・実験の実施 

検証計画の立案 

中学校 

理科 

課題から迫る授業改善・教材研究 

ア

ルミニウム、鉄、銅の性質について、下の 

１から４ までの中か

らそれぞれ一つ選んで、そ 

の番号を書きましょう。同じ番号を選んでもか 

まいません。 

 

 １ 電気を通し、磁石に引き付けられる。 

 ２ 電気を通し、磁石に引き付けられない。 

 ３ 電気を通さず、磁石に引き付けられる。 

 ４ 電気を通さず、磁石に引き付けられない。 

 

 

探究の過程を通して、「見通しを持って科学的に探究し、自

分の考えの変容に気付かせる」授業づくりを考えよう 

自分なりの予想・仮説を立てさせる（見通し） 
「こうなると予想したのはなぜですか。」 

「もし〇〇がなかったら、どうなると思いますか。」 

「どんなことを調べれば、この疑問が解決できますか。」 

課題・予想・結論を比較させる（探究の過程の振り返り） 

「予想通りの結論でしたか、そうではなかったですか。その理由は。」 

「予想を立てたとき、気付かなかったのはどんなところですか。」 

 

 

 

              

〇 生徒が設定すると予想する仮説とその根拠                                     

 

 

 

〇 探究の過程において生徒に働かせたい「理科の見方・考え方」を引き出す手立て 

 

 

 

探究の過程 

振り返り 

予想と結果を比較させる（予想・仮説の振り返り） 

「予想と比べて、違っていた点はどこですか。」 

「この結果から言えること（事実）は何ですか。」 

「それから分かること（解釈）は何ですか。」 

 

 

 

 

 

 

⚫ 生活経験や既習内容を想起させ「根拠のある予想」を立てさせる。 

⚫  考えを改善する際には、修正前の考えを消さずに残したまま修正し、自

己の変容を振り返らせる。 

⚫  量的・質的な関係、時間的・空間的な関係、比較・関係付け・条件制御

等の理科の見方・考え方を働かせることを意識させる。 

⚫  苦手な生徒には「最初は○○○と思っていましたが、□□□という考え

に変わりました」などの文例を参考にさせる。 

⚫  課題を終えた生徒には、変数を増やしたり、実験方法を変えたりして、

新たな課題について探究させる。 

 

たりしながら新たな課題を見出させ、探究をさせましょう。 

自然事象に対する気付き 

課題の設定 

仮説の設定 

表現・伝達 

見通し 

生徒同士で対話をさせる方法も有

効です。詳しくは総合教育センター

「みちがえるパッケージ」を参照し

てください。 

ワークシート例 

授業アイディア例（国立教育政策研究所）  

「ストロー笛をつくり、音について科学的に探究する」（第 2学年） 

授業アイディア例（国立教育政策研究所） 

 「水をテーマに科学的に探究する」（第2学年） 

https://www.edu-c.pref.miyagi.jp/midori/science/michigaeru/index.html
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